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要要要要    約約約約    

 香川県畜産試験場から排出される畜産処理水（活性処理後）を冬場に、傾斜土槽法を用

いた水質浄化装置で処理したところ、総窒素（T-N）浄化率は気温の低下にともない低下し

た。また、傾斜土槽法を利用した有機物の浄化についてＢＯＤ及びＣＯＤ測定を実施した

ところ、平均でＢＯＤ70％、ＣＯＤ36％の浄化が確認された。総リン（T-P）については試

験開始時、浄化率 28％であった灰テックビーズを反転する作業を実施して再利用したとこ

ろ、浄化率 40％程度に回復した。 

 

緒緒緒緒    言言言言    

前回の試験 1）で、灰テックビーズを利用した総リンの浄化ついては試験開始時 100％近い

浄化を示したが、次第に除去率が低下し、5 ヵ月後（12 月）には 28％となった。そこで、

今回、この灰テックビーズ（除去率 28％）を反転する作業を実施し、再利用による灰テッ

クビーズのリン除去率の推移を調査した。また、傾斜土槽法による冬場のＢＯＤ、ＣＯＤ、

総窒素（T-N）の除去率についても調査した。 

 

材料及材料及材料及材料及びびびび方法方法方法方法    

１．実験装置 

水質浄化装置（図 1）は、幅 1.2ｍ、長さ 12.0ｍ、深さ 0.2ｍの傾斜土槽を 2基用意し、

前段傾斜土槽（灰テックビーズ充填；図 2）→嫌気性水槽 500L タンク 3 個（有機物投入；

図 3）→後段傾斜土槽（クリンカアッシュ；図 4）の順に畜産処理水（活性処理後）を日処

理水量 1.2ｍ3/日で流下させた。前段傾斜土槽の浄化担体には、火力発電所の産業副産物で

ある石炭灰(灰テックビーズ)を、後段傾斜土槽の浄化担体には、同じく火力発電所の産業

副産物である石炭灰（クリンカアッシュ）を用いた。 

 

 

 

1) 現 西部家畜保健衛生所 
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図 1 傾斜土槽法による水質浄化装置    図 2 石炭灰（灰テックビーズ充填） 

    

図 3 嫌気性水槽内（有機物投入）     図 4 石炭灰（クリンカアッシュ充填） 

 

２．調査期間 

 平成 20年 12 月 15 日～平成 21 年 3 月 2 日 

 

３．検査材料 

傾斜土槽法による水質浄化装置に、畜産処理水（活性処理後）を日処理水量 1.2ｍ3/日で

流下させ、冬場（12 月～3 月）におけるＢＯＤ、ＣＯＤ、総窒素の除去率の推移を調査し

た。また、除去率の低下した灰テックビーズ（除去率 28％）を 1 月に反転させ、リン除去

率の回復調査を実施した。採水は、前段傾斜土槽入り口（原水：採材場所 0）と出口（前段

傾斜土槽処理水：採材場所 1）及び後段傾斜土槽入り口（嫌気性水槽処理水：採材場所 2）

と出口（後段傾斜土槽処理水：採材場所 3）の 4箇所で毎月 1回、各 1検体ずつ行った。嫌

気性水槽には、ダンボール紙を投入した。浄化率については、ＢＯＤ、ＣＯＤは採材場所 2

と 3の比較、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐは採材場所 0、3の比較とした。 

 

４．検査項目 

ｐＨ、ＢＯＤ(生物化学的酸素要求量)、ＣＯＤ(化学的酸素要求量))))、Ｔ－Ｎ(全窒素量)、 

前段傾斜土槽 

嫌気性水槽 

後段傾斜土槽 



傾斜土槽法による畜産処理水の浄化（Ⅱ） 

香川畜試報告,45(2011)47－51 

 

 
- 49 - 

Ｔ－Ｐ(全リン量)の測定を(株)四電技術コンサルタントに依頼した。 

 

結結結結    果果果果    

１．畜産処理水（原水）の成分 

 試験期間中の畜産処理水（原水）の成分は平均で、ｐＨ（7.5）、ＢＯＤ(11.4mg/L)、 

ＣＯＤ(32.2mg/L)、Ｔ－Ｎ(55.8mg/L)、Ｔ－Ｐ(38.8mg/L)であった(表 1)。 

          

　表１　畜産処理水（原水）の成分（単位：mg/L）

項目 平均(H20.12月～H21.3月)
ｐH 7.5
BOD 11.4
COD 32.2
T-N 55.8
T-P 38.8  

 

２．畜産処理水のＢＯＤの推移と浄化率 

 畜産処理水のＢＯＤは、有機物投入後である 2（嫌気性水槽処理水）で高濃度になること

が多かったが、クリンカアッシュによる浄化により 3（後段傾斜土槽処理水）では低下した。

また、3月は原水の水質が悪化し、ＢＯＤ除去率が低下したが、12～3 月の除去率の平均は

70％であった(図 5)。 
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            図 5 畜産処理水のＢＯＤの推移と浄化率 

 

３．畜産処理水のＣＯＤの推移と浄化率 

 畜産処理水のＣＯＤは、有機物投入後である 2（嫌気性水槽処理水）で高濃度になること

が多かったが、クリンカアッシュによる浄化により 3（後段傾斜土槽処理水）では低下した。

また、除去率は平均 36％であった(図 6)。 
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            図 6 畜産処理水のＣＯＤの推移と浄化率            

                               

４．畜産処理水のＴ－Ｎの推移と浄化率 

 Ｔ－Ｎの除去率は、気温の低かった 12～1 月にかけて低くかったが、その後、高くなっ

た。しかし、原水の水質が悪化した 3月は除去率が低下した(図 7)。 
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            図 7 畜産処理水のＴ－Ｎの推移と浄化率  

 

５．畜産処理水のＴ－Ｐの推移と浄化率 

 12 月に 28％であった灰テックビーズのＴ－Ｐ除去率は、反転作業により 1月 41％、2月

45％と回復したが、3月 37％と再度、低下した(図 8)。 
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            図 8 畜産処理水のＴ－Ｐの推移と浄化率  
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考考考考    察察察察    

前回の試験 1)では、傾斜土槽を用いてリン等の回収を 5ヶ月間（7～12 月）実施し、一定

の成果を得たところであるが、今回、リン除去率が 28％に低下した前段傾斜土槽（灰テッ

クビーズ）を反転する作業を実施し、再利用による灰テックビーズのリン除去率の推移を

調査した。また、冬場における総窒素等の除去率についても調査した。嫌気性水槽は総窒

素の回収（嫌気状態での有機物投入による脱窒素）、後段傾斜土槽（クリンカアッシュ）は

有機物除去を目的としている。 

 嫌気性水槽に有機物を投入したため、ＢＯＤ・ＣＯＤは、2（嫌気性水槽処理水）で高濃

度になることが多かったが、3（後段傾斜土槽処理水）では低下しており、後段傾斜土槽（ク

リンカアッシュ）の浄化機能が効果を上げている 2）と考えられた。また、3月にＢＯＤ除去

率の低下が認められたが原水の水質が悪化が原因と考えられた。 

 Ｔ－Ｎの浄化については、脱膣反応を利用した。脱膣反応とは、有機物が存在する嫌気

状態で微生物が硝酸態窒素から窒素ガスを発生させる 3）ものである。12～1月に低くなった

が、原因としては、水温低下が微生物の活動に影響したためと考えられた。2月に除去率は

68％まで回復したが、3月は原水の水質が悪化し、Ｔ－Ｎ除去率は 44％に低下した。 

 Ｔ－Ｐの浄化については、畜産処理水中の無機リンを灰テックビーズのカルシウムやア

ルミニウムと反応させることにより、リン酸カルシウムやリン酸アルミニウムとして、水

中から除去した。12 月に除去率 28％まで低下していた灰テックビーズの反転作業を実施し

たところ、Ｔ－Ｐ除去率は 1月 41％、2月 45％と回復したが、3月 37％と再度、低下した。 

以上のことから、Ｔ－Ｎの除去率は、ある程度の水温を維持し、嫌気性水槽に十分量の

有機物があれば、継続的に高い浄化が可能であると考えられた。また、ＢＯＤ・ＣＯＤに

ついても、後段傾斜土槽（クリンカアッシュ）により、継続的に有機物を十分に除去する

ことが可能であると考えられた。Ｔ－Ｐは灰テックビーズの反転作業によって除去率は

40％程度まで回復したが、Ｔ－Ｐの高い除去率を維持するには、定期的に灰テックビーズ

を交換する必要があると考えられた。 
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